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を
経
て
、
松
本
治
一
郎
氏
が

死
去
し
た
後
、
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
か
ら
一
九

七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
ま
で

中
央
執
行
委
員
長
を
務
め

た
。
私
の
父
よ
り
も
五
歳
年

上
だ
か
ら
、
だ
い
ぶ
昔
の
人

に
な
る
の
だ
が
、
当
時
の
全

国
大
会
や
中
央
委
員
会
で
、

上
席
に
座
り
、
七
三
に
分
け

た
白
髪
の
髪
と
眼
鏡
の
奥
か

ら
鋭
く
光
る
眼
球
を
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
。

　　

こ
の
朝
田
氏
が
中
央
執
行

委
員
長
の
時
期
に
部
落
解
放

同
盟
は
分
裂
し
た
。
朝
田
氏

は
、
戦
前
か
ら
の
指
導
的
幹

部
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
戦

後
も
重
要
な
位
置
を
占
め
な

京
都
府
連
が
朝
田
氏
の
策
動

で
分
裂
し
、
朝
田
氏
の
グ
ル

ー
プ
が
部
落
問
題
研
究
所
な

ど
が
入
居
し
て
い
た
文
化
厚

生
会
館
を
不
法
に
占
拠
し

た
。
京
都
で
の
分
裂
策
動

は
、
大
阪
へ
飛
び
火
し
、

「
解
同
」
大
阪
府
連
は
、
大

阪
市
教
組
の
支
部
役
員
選
挙

で
の
挨
拶
状
を
一
方
的
に

「
差
別
文
書
」
と
き
め
つ

け
、
暴
力
的
糾
弾
を
繰
り
広

げ
た
矢
田
中
学
校
事
件
が
起

き
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
朝

田
氏
ら
の
策
動
に
よ
っ
て
、

全
国
的
に
組
織
分
裂
が
強
行

さ
れ
た
。
一
九
七
〇
（
昭
和

四
五
）
年
に
分
裂
さ
せ
ら
れ

た
人
び
と
が
結
集
し
て
部
落

解
放
同
盟
正
常
化
全
国
会
議

朝
田
善
之
助
と
い
う
人
物

　

京
都
に
朝
田
善
之
助
と
い

う
人
物
が
い
た
。
今
で
は
知

っ
て
い
る
人
が
少
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
朝
田
氏
は
、
一

九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に

京
都
市
で
生
ま
れ
、
一
九
二

二
年
（
大
正
一
一
）
年
の
全

国
水
平
社
創
立
と
と
も
に
水

平
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
後

の
運
動
に
お
い
て
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
、

部
落
解
放
全
国
委
員
会
の
結

成
に
参
画
し
、
こ
の
組
織
が

部
落
解
放
同
盟
に
改
称
し
て

以
後
、
中
央
執
行
副
委
員
長

（
岡
映
議
長
）
が
結
成
さ
れ

た
。
こ
の
時
期
に
重
な
る
よ

う
に
一
九
六
五
（
昭
和
四

〇
）
年
に
同
和
対
策
審
議
会

が
答
申
を
提
出
し
、
四
年
後

の
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）

年
に
同
和
対
策
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
の
中
で
、

「
朝
田
理
論
」
は
部
落
解
放

同
盟
を
分
裂
さ
せ
る
策
動

や
、
民
主
勢
力
へ
の
暴
力
的

な
攻
撃
、
そ
し
て
多
く
の
自

治
体
や
教
育
現
場
を
屈
服
さ

せ
る
策
動
な
ど
の
理
論
的
、

実
践
的
な
支
柱
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
武
器
に
し
て
、「
解

同
」
は
自
治
体
な
ど
へ
の
不

当
・
不
法
な
攻
撃
を
強
め
、

「
窓
口
一
般
化
」
を
認
め
せ

が
ら
、
当
時
の
若
手
活
動
家

を
自
宅
に
集
め
て
の
「
朝
田

学
校
」
は
有
名
で
あ
る
。
朝

田
氏
は
、
部
落
解
放
理
論
を

独
特
の
か
た
ち
で
組
み
立

て
、
組
織
内
に
自
ら
の
「
理

論
」
を
反
映
さ
せ
る
措
置
を

執
拗
に
行
っ
た
。
彼
ら
の
仲

間
内
で
は
朝
田
氏
を
「
理
論

的
師
匠
」（
西
岡
智
『
荊
冠

の
志
操
』）
と
呼
ぶ
人
も
い

る
。

　

朝
田
氏
は
生
前
中
に
自
伝

『
差
別
と
闘
い
つ
づ
け
て
』

（
朝
日
新
聞
社
）
を
出
版
し

て
い
る
。
こ
の
中
に
年
表

（
新
版
）
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
み
る
と
実
に
系

統
的
に
し
か
も
執
拗
に
、
自

ら
の
「
理
論
」
を
組
織
に
取

り
入
れ
さ
せ
て
き
た
か
が
わ

か
る
。
こ
こ
で
は
年
表
の
ま

ま
紹
介
す
る
。

　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）

年　

第
一
一
回
全
国
大
会
に

「
差
別
に
関
す
る
命
題
」
を

提
出
。

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）

年　

記
念
大
会
で
差
別
の
本

質
を
打
ち
出
す
。

　

一
九
六
三
（
昭
和
四
〇
）

年  

第
二
〇
回
全
国
大
会
に

社
会
意
識
と
し
て
の
部
落
民

に
対
す
る
差
別
観
念
論
を
打

ち
出
す
。

　

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）

年　

日
本
共
産
党
の
「『
解

同
』
朝
田
派
へ
の
決
算
」
に

対
す
る
わ
が
同
盟
の
決
算
を

執
筆
。

　

こ
れ
ら
の
「
理
論
」
は
、

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年

の
第
二
〇
回
大
会
以
後
に
台

頭
し
、
自
ら
が
中
央
執
行
委

員
長
に
就
任
し
、
本
部
の
指

導
権
を
に
ぎ
る
と
、
そ
れ
ら

を
本
部
方
針
の
中
に
浸
透
さ

せ
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四

五
）
年
の
第
二
五
回
全
国
大

会
の
方
針
で
全
面
的
に
取
り

入
れ
さ
せ
、「
解
同
」
の
指

導
理
論
と
し
て
一
世
を
風
靡

し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

「
朝
田
理
論
」
と
言
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　　

部
落
解
放
同
盟
の
一
部
幹

部
は
、「
朝
田
理
論
」
が
台

頭
し
た
時
期
か
ら
、
組
織
の

分
裂
と
日
本
共
産
党
な
ど
へ

の
暴
力
的
な
蛮
行
を
繰
り
広

げ
た
。
組
織
内
の
理
論
的
対

立
が
表
面
化
し
た
「
解
同
」

第
二
〇
回
全
国
大
会
以
後
、

国
民
的
融
合
論
と
の
対
話

新連載

全
国
人
権
連　

議
長　

丹
波　

正
史

は
じ
め
に

ー
部
落
問
題
解
決
へ
の
理
論
的
軌
跡
と
展
開
ー

　

理
論
の
創
造
は
苦
悩
す
る
人
び
と
に
希
望
と
未
来
を
与
る
。

　

国
民
的
融
合
論
の
創
造
は
、
部
落
解
放
運
動
に
た
ず
さ
わ
る

多
く
の
人
び
と
に
部
落
問
題
解
決
へ
の
方
向
性
と
展
望
を
確
信

さ
せ
た
。
今
回
か
ら
連
載
す
る
「
国
民
的
融
合
論
と
の
対
話
」

は
、
部
落
解
放
運
動
の
分
裂
と
そ
の
後
の
理
論
・
政
策
活
動
の

展
開
を
歴
史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
こ
で
考
え
抜
か
れ
た
知

的
営
み
を
紹
介
し
、
結
果
的
に
全
体
の
構
成
が
「
部
落
問
題
原

論
」
に
な
り
う
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
こ
れ
か
ら

紹
介
し
て
い
く
理
論
・
政
策
問
題
と
、
私
自
身
が
そ
の
時
々
に

ど
う
思
い
考
え
行
動
を
し
た
か
を
、
文
書
の
中
に
折
り
込
み
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

第
一
章

「
朝
田
理
論
」
と
の

　

た
た
か
い

第
二
は
、
す
べ
て
の
問
題
を

「
差
別
」
に
収
れ
ん
す
る
誤

り
の
問
題
で
あ
る
。

　

朝
田
氏
は
、
早
い
時
期
か

ら
「
日
常
、
部
落
に
生
起
す

る
問
題
で
、
部
落
に
と
っ

て
、
部
落
民
に
と
っ
て
不
利

益
な
問
題
は
一
切
差
別
で
あ

る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
主
張
は
、
独
占

資
本
を
中
心
と
す
る
反
動
勢

力
と
労
働
者
を
先
頭
と
す
る

人
民
の
階
級
対
立
か
ら
生
み

出
さ
れ
て
い
る
矛
盾
の
側
面

を
無
視
し
、
部
落
住
民
の
苦

し
み
を
差
別
だ
け
で
す
べ
て

収
れ
ん
す
る
誤
り
を
も
っ
た

部
落
第
一
主
義
そ
の
も
の
で

あ
る
。

第
三
は
、
部
落
解
放
運
動
を

就
職
運
動
一
般
に
す
り
替
え

る
誤
り
で
あ
る
。

　

朝
田
氏
は
、「
差
別
の
本

質
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
的
権

利
の
中
で
も
、
就
職
の
機
会

均
等
の
権
利
が
行
政
的
に
不

完
全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い

な
い
」「
す
な
わ
ち
部
落
民

が
差
別
に
よ
っ
て
主
要
な
生

産
関
係
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
」
と
定
義
し
た
。
こ
の
主

張
の
問
題
は
、
ま
ず
「
主
要

な
生
産
関
係
か
ら
除
外
」
と

は
何
を
指
す
の
か
、
日
本
社

会
に
お
け
る
「
主
要
な
生
産

関
係
」
が
資
本
主
義
的
な
生

産
関
係
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
が
、
部
落
住
民
だ
け

封
建
的
な
生
産
関
係
に
で
も

組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
で
も

言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

（
５
面
に
つ
づ
く
）

　

「
朝
田
理
論
」
は
、“
部

落
民
以
外
は
す
べ
て
差
別

者
”
と
す
る
部
落
排
外
主
義

と
、“
社
会
意
識
と
し
て
の

差
別
観
念
が
一
般
的
普
遍
的

に
存
在
す
る
”
と
す
る
観
念

的
独
断
論
を
特
徴
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
「
朝
田
理

論
」
へ
の
批
判
的
な
理
論
展

開
と
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た

め
の
新
た
な
理
論
創
造
の
主

な
内
容
点
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
は
、
部
落
排
外
主
義
の

問
題
で
あ
る
。

　

朝
田
氏
は
、「
社
会
意
識

と
し
て
の
差
別
観
念
」
は

「
客
観
的
に
は
空
気
を
吸
う

よ
う
に
一
般
大
衆
の
中
に
入

り
」「
一
般
的
普
遍
的
に
存

在
す
る
」
と
断
定
し
、
こ
こ

に
は
「
差
別
し
て
い
る
者
と

さ
れ
て
い
る
者
と
の
社
会
関

係
」
が
存
在
す
る
と
言
っ

た
。
つ
ま
り
、
朝
田
氏
は
、

日
本
社
会
を
支
配
と
被
支
配

の
社
会
構
造
と
し
て
と
ら
え

る
の
で
な
く
、
差
別
者
と
被

差
別
者
と
い
う
図
式
で
描
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
事
実
上

「
部
落
民
以
外
は
す
べ
て
差

別
者
」
と
す
る
部
落
排
外
主

義
の
立
場
を
表
明
し
た
こ
と

で
あ
る
。
部
落
住
民
に
対
す

る
差
別
観
念
は
、
日
本
に
お

け
る
封
建
的
生
産
関
係
を
基

礎
と
し
て
、
支
配
階
級
の
意

識
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た

階
級
的
性
格
の
意
識
、
観
念

形
態
で
あ
っ
て
、
部
落
住
民

以
外
の
人
民
す
べ
て
に
固
有

な
超
階
級
的
性
格
の
も
の
で

は
け
っ
し
て
な
い
。

「
朝
田
理
論
」
の
完
成

組
織
分
裂
の
武
器
に

な
っ
た
「
朝
田
理
論
」

今
な
お
含
蓄
に
富
む

輝
き
を
も
つ
理
論
活
動

「
朝
田
理
論
」
を
論
破

て
い
っ
た
。

　

朝
田
氏
ら
の
攻
撃
に
対
し

て
、
日
本
共
産
党
や
中
西
義

雄
氏
ら
は
、
本
格
的
に
「
朝

田
理
論
」
を
論
破
す
る
活
動

を
行
っ
た
。
私
は
ま
だ
二
十

代
前
半
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

頃
は
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
る

論
文
を
無
我
夢
中
で
読
ん
だ

り
、
科
学
的
社
会
主
義
の
立

場
か
ら
の
「
朝
田
理
論
」
批

判
の
講
義
を
受
け
た
り
し

た
。

　

こ
う
し
た
時
期
の
学
習
を

な
つ
か
し
く
思
い
な
が
ら

も
、
い
ま
読
み
直
し
て
み

て
、
国
民
的
融
合
論
が
発
表

さ
れ
て
い
な
い
時
期
で
の
理

論
的
制
約
を
含
み
な
が
ら

も
、
現
在
で
も
な
お
含
蓄
に

富
む
理
論
展
開
で
あ
っ
た
こ

と
を
再
度
確
認
し
た
。
こ
こ

で
は
、「
朝
田
理
論
」
を
批

判
し
、
そ
の
理
論
活
動
の
中

で
何
を
解
明
し
、
展
開
し
た

か
、
こ
の
点
を
大
き
な
柱
で

ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
。
な

お
、「
朝
田
理
論
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
①
「
差
別
に

つ
い
て
の
命
題
」、
②
「
差

別
に
つ
い
て
の
三
つ
の
概
念

規
定
」（「
部
落
差
別
の
本

質
」、「
部
落
差
別
の
社
会
的

存
在
意
義
」
お
よ
び
「
社
会

意
識
と
し
て
の
差
別
観

念
」）
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇


